















ショナリズムの 19 世紀的形成を主張する近代主義，その前 19 世紀的存在を訴








体的には概ね 18 世紀後半から 19 世紀にかけて生じた歴史的事象であることが




























52; Coakley 2018: 327-47）を参照．





























6）　Gellner [1983] 2006: 8-11=2000: 14-31．

























8）　Gellner [1983] 2006: 1=2000: 1．本稿における引用は必ずしも訳書に基づいてはいない .
9）　ゲルナーの議論において，ネイションの中核的要素は言語にあり，それゆえ彼は，ネイション
を文化的同質性に基礎づけられた人間集団のカテゴリとして前提する．
10）　Anderson [1983] 2016: 5-6．
11）　Anderson [1983] 2016: 6．
12）　Anderson [1983] 2016: 44．
13）　Anderson [1983] 2016: 44-5．


























15）　Anderson [1983] 2016: 7．
16）　Breuilly [1982] 1994: 2．


























18）　Breuilly [1982] 1994: 374．























































　これは確かに 18 世紀後期から 19 世紀にかけてのネイション概念


































































35）　Hobsbawm 1990: 73=2001: 92．





















































































































































































である．こうして，既に 1560 年代より互換性を伴った「ネイション」（nacie, 





































































73）　17 世紀ドイツにおけるネイション概念については（Gardt 2007: 467-90）．
74）　もっとも，既述のように近世イングランドにおいてプロテスタンティズムという形でネイショ
ン概念の独自性が表出したとしながら，グリーンフェルド自身もネイション概念と文化的共同性






























































79）　テキスト・マイニングを用いた 19 世紀以前の概念研究の例としては（左古 2017: 368-85）．定
量的分析を部分的に用いつつ，ネイションとその隣接諸概念の政治的意義や普及の程度といった
































81）　Gat and Yakobson 2012: 147-8; Beaune 1985: 321．
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